
●農家レストランの開業を皮切りに、農家レス
トランと農産物加工処理施設の経営を一元
化するべく平成22年に「株式会社はなやか」
を設立。

●農家レストランでは、減農薬に配慮した米・
豆・野菜を提供し、「故郷の母の味」をコンセ
プトにした「食」を消費者へ届けている。

●宮城県内百貨店でのイベント販売がきっか
けとなり、常設コーナーで菓子、漬物、総菜
を販売。

●ＪＲ東日本東北総合サービスと連携し「仙台
長茄子漬」を仙台駅限定商品として販売。

概 要

○地域の食材を利用し、株式会社の設立か
ら３年間で年商１億円を突破するなど売上
げが拡大。

○農家レストラン、加工施設により所得向上
と雇用の創出が図られ、女性の活躍の場
が広がっている。

○消費者ニーズを踏まえ、安全で新鮮な食
材をふんだんに使った「故郷の母の味」を
コンセプトにした食を提供し、子どもからお
年寄りまで幅広い世代に支持されている。

○売上額は、約７８百万円から約１億１５百
万円に増加(H24－H27)。

⑥株式会社 はなやか

故郷の母の味と心をみなさんにお届けします

取組の効果

み さと まち

宮城県美里町
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●魅力ある横手の食材を購入できないといっ
た買物弱者からの声があり、買物支援のた
め周辺市町村で出張販売を開始。

●出張販売は面的な広がりを見せ、秋田市
内での常設店舗の要望が高まり、市内でい
つでも買物が出来るアンテナショップを開設。

●直売所生産組織「ふれあい直売十文字」で
は、販売スタッフが野菜ソムリエの資格を取
得 し、農産物の旬や品質、生産方法、調理
方法を消費者に伝える一方、出張販売では
相対で会話をしながら消費者の要望を把握
するなど、販売スタッフが生産者・消費者間
を仲介し、販売状況に応じた作付けや新規
作物の導入、加工品開発を実施。

概 要

○秋田市内の消費者にも横手・十文字の旬
の物を販売することができるようになり、道
の駅十文字の産直会員の生産量拡大と所
得向上にも結びついている。

○直売所、出張販売の売上げが増加し、地元
農家の所得と生産意欲の向上、地域農業の
振興、さらに、消費者の地場農産物への信頼
感の醸成にも貢献。

○直売所の売上額は、約3億2,700万円から約
4億5,000万円に増加、また、出張販売売上額
は、約1,640万円から約5,400万円に増加
(H24－H28)。

⑦株式会社 十文字リーディング
カンパニー

道の駅を地域の元気の拠点にしたい！

取組の効果

よこ て し

秋田県横手市
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●温海町森林組合の山林で伐期を迎えたス
ギ人工林は、木材価格の低迷や後継者不
在・高齢化により皆伐後の再造林が進まなく
なってきた。

●温海地域で400年以上前から行われていた
元来の伝統農法による焼畑栽培の維持も後
継者不足等から難しい状況となっていた。

●これらの課題解決のため、森林所有者と協
議のうえ皆伐後のスギ林に火入れを行い、
無肥料・無農薬で「焼畑あつみかぶ」を栽培。
その販売収益を再造林経費の一部に充てて、
少花粉のスギ苗を植樹し、ワラビをカバーク
ロップとして植え付け、下刈り作業の軽減を
図るほか、ワラビ収穫による収入を下刈経費
への補填を目指している。

概 要

○再造林が進まないといった林業が抱える
課題、「焼畑あつみかぶ」といった伝統農法
が失われていく農業が抱える課題に対して、
伝統的な技術である「焼畑栽培」を利用し
ながら再植林を促進する独創的な手段が
開発された。

○ 「焼畑あつみかぶ」の栽培やスギ林の保
育など新たな雇用が生まれ、中山間集落
の活性化に寄与している。

○「焼畑温海かぶ」の販売量は、約８ﾄﾝで、
売上額は、約170万円に上る(H28)。

⑧温海町森林組合

森の「循環」で「宝」を守りつなぐ！

取組の効果

つる おか し

山形県鶴岡市

あつ み まち
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●山形県で唯一の離島である飛島は、日本海
の厳しい自然環境の中にあり、人口減少や
高齢化が顕著に進んでおり、飛島へのＵ・Ｉ
ターンの受け皿をつくるため、「島民＝社員、
住む＝働く」と捉まえ、合同会社とびしまを設
立。

●１次から３次産業の下に、自然景観の保全、
除草・清掃・除雪活動や島民の生活ぶりの
記録を「０次産業」として設定し、地域資料館
では季節毎にテーマを変えて飛島の魅力を
伝えている。

●島の食材を若者にも親しみやすいようにメ
ニューづくり進めているほか、食材を加工し、
島の駅とびしまやWEBSHOPで販売するなど
６次産業化を進めている。

概 要

○Ｕ・Ｉターンで移住した若者達が牽引し、活
気溢れる飛島を取り戻すため、農林漁業者
の所得増加や若者の雇用を創出する取組
を行うようになった。

○ホームページやＳＮＳを通じた飛島のＰＲ
を展開し、飛島の「食の提供・活用」の場が
島内ばかりではなく、本土側にも広がった。

○しまかへ（方言；島内の意）への来客数は、
約 5 , 9 0 0 人 か ら 約 6 , 1 0 0 人 へ 増 加
(H25－H28)。

⑨合同会社 とびしま

取組の効果

さか た し

山形県酒田市

小さな島の大きな夢、しまびとが社員の会社
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●吾妻連峰の麓にある土湯温泉、磐梯吾妻
国立公園に隣接し、観光資源が豊かである
が、急速な少子高齢化と農業後継者不足で
遊休農地が増加する一方、観光・公共施設
との連携が不十分であり、地域資源が活用
されていないといった課題を抱えていた。

●平成20年度に地域おこしと遊休農地解消を
目指して、荒井地区町会連合会、福島市観
光開発株式会社西事務所（四季の里）、土湯
温泉観光協会及び福島市農政部農林整備
課が機関団体として組織を構成。

●“「荒井」元気にすっぺ！”を実現するために
「ふるさとづくり計画」を策定実施し、あづま
の里「荒井」の地域ブランド確立を図ることを
目的としている。

概 要

○持続的な活動を実施する意識が高まり、
地域全体が取組をサポートする体制が
整った。

○地域の酒米づくりが35ｱｰﾙから120ｱｰﾙと
約３倍に拡大し、初年度３千本の販売が２
年目には、１万本に拡大するなど取組の効
果が面的に広がりつつある（H28－H29）。

○関連する催事等における販売額は、約50
万円から約120万円に増加、また、交流人
口は、約12,000人から約15,000人に増加
(H25－H28)。

⑩あづまの里「荒井」づくり地域協議会

あづまの里「荒井」元気にすっぺ！！

取組の効果

ふく しま し

福島県福島市
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